
謹啓　陽春の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼を申し上げます。
さて、このたび、○○ソフト株式会社と株式会社△△システムが合併し、株式会社◎◎テクノロジーサービスとして新発足することになりました。
これまで○○ソフト株式会社はコンピューターソフトの開発、株式会社△△システムはシステムの開発を主業務としておりましたが、このたびの合併によりまして、組織としても業務としてもより総合的な視野からコンピューターテクノロジーを推進できることになります。
なお、旧二社の権利義務、継続事業はそのまま新会社株式会社◎◎テクノロジーサービスに継承いたしますので、よろしくお願い申し上げます。
これまで旧二社に賜りましたご厚情に深く感謝申し上げますとともに、新会社への今後一層のご支援ご鞭撻のほどを心よりお願い申し上げます。
まずは書中にてごあいさつ申し上げます
謹白

平成○年○月吉日
株式会社◎◎テクノロジーサービス
代表取締役社長　中井信一郎
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